
（６）　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点と見聞

（ア）　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点

図１０－１－１　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点　（経年比較）

　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題を尋ねたところ、「更生した人たちに対す

る誤った認識や偏見が存在していること」と答えた人が５２．１％で最も高く、次いで、「就職、職場で

不利な扱いを受けること」（３７．５％）、「メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ、ＳＮ

Ｓ上での個人情報の暴露・さらし行為」（１６．０％）、「アパート等の入居を拒否されること」（８．４％）

と続いている。

　平成２０年度調査結果と比較すると、「メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ、Ｓ

ＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為」は１２．７ポイント高く、次いで、「アパート等の入居を拒否さ

れること」が３．１ポイントと高くなっている。

問１０　あなたは、罪や非行を犯した人が、罪をつぐなって社会の一員として立ち直ろうとする場合、
どのような問題があると思われますか。　（✔は２つまで）
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アパート等の入居を拒否されること
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メールやインターネットでの悪質な書き込みや…

その他
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無回答

（％）

令和２年度調査（Ｎ＝９１４）

平成２０年度調査（Ｎ＝９３１）

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在している
こと

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること
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ＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

その他

特にない

わからない

無回答
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図１０－１－２　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点　（性・年齢別）

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在
していること

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること 結婚問題で周囲の反対を受けること

メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌が
らせ、ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

じろじろ見られたり、避けられたりすること
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　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点について性別にみると、男女ともに

「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」の回答割合が最も高くなっている。

また、男性は女性に比べ「じろじろ見られたり、避けられたりすること」（３．０ポイント差）の回答割合が

高く、女性は男性に比べ「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」（４．０ポイ

ント差）の回答割合が高くなっている。

　年齢別にみると、すべての年齢で「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること

」の回答割合が最も高くなっている。特に６０歳～６９歳では６５．２％となっている。

その他 特にない

わからない
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６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）

（％）

（％）

全体 （Ｎ＝９１４）

男性 （Ｎ＝３８５）

女性 （Ｎ＝５０９）

どちらでもない （Ｎ＝０）

答えたくない （Ｎ＝３）

その他 （Ｎ＝１）

性別無回答 （Ｎ＝１６）

１８～１９歳 （Ｎ＝１１）

２０～２９歳 （Ｎ＝４７）

３０～３９歳 （Ｎ＝８４）

４０～４９歳 （Ｎ＝１２０）

５０～５９歳 （Ｎ＝１１９）

６０～６９歳 （Ｎ＝１８７）

７０～７９歳 （Ｎ＝２００）

８０歳以上 （Ｎ＝１３４）

年齢無回答 （Ｎ＝１２）
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図１０－１－３　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点　（職業別）

メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌が
らせ、ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

じろじろ見られたり、避けられたりすること

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在
していること

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること 結婚問題で周囲の反対を受けること
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職業無回答

（％）
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　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権上の問題点について職業別にみると、学生以

外の職業において「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」の回答割合が

最も高くなっている。また、学生では「就職、職場で不利な扱いを受けること」（６１．１％）の回答割合

が最も高くなっている。　

その他 特にない

わからない
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臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答
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学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業
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主婦（夫）

学生
その他

職業無回答
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その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）

（％）

全体 （Ｎ＝９１４）

農林業者 （Ｎ＝１７）

漁業者 （Ｎ＝３）

経営者・自営業者 （Ｎ＝４５）

企業等に努める人 （Ｎ＝１６８）

学校の教職員 （Ｎ＝２４）

医療等の関係者 （Ｎ＝９７）

その他の公務員 （Ｎ＝２１）

他の専門職・自由業（Ｎ＝１４）

臨時職員・パート等（Ｎ＝８０）

主婦（夫） （Ｎ＝１３７）

学生 （Ｎ＝１８）

その他 （Ｎ＝２６９）

職業無回答 （Ｎ＝２１）
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（イ）　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題を見聞きした経験　

図１０－２－１　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題を見聞きした経験　（問題点

・見聞比較）

　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題について「見聞きした経験」をみると、「更

生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」と答えた人が１２．０％、次いで、「就職

職場で不利な扱いを受けること」（９．７％）、「メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ

ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為」（４．２％）と続いている。

　また、罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題について「見聞きした経験」と「問題

点」を比較すると、具体的な事象を表す選択肢の回答割合については、すべて「見聞きした経験」が

「問題点」の回答割合を下回っている。「結婚問題で周囲の反対を受けること」については、「見聞き

した経験」と「問題点」の回答割合が、２．３ポイント差、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」に

ついては、「見聞きした経験」と「問題点」の回答割合が、２．４ポイント差と近似値になっている。

問１０　また、あなたが、過去５年間に、実際に見聞きしたものがありますか。　（✔は２つまで）
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就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

メールやインターネットでの悪質な書き込みや…

その他

特にない

わからない

無回答

（％）

人権上の問題がある（Ｎ＝９１４）

実際に見聞きした（Ｎ＝９１４）

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在している
こと

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ、Ｓ
ＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

その他

特にない

わからない

無回答
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図１０－２－２　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題を見聞きした経験

　　　　　　　　　（性・年齢別）

じろじろ見られたり、避けられたりすること メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌が
らせ、ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在
していること

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること 結婚問題で周囲の反対を受けること
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８０歳以上
年齢無回答

9.7 
11.4 

8.4 

100.0 
6.3 

27.3 
14.9 

9.5 
5.0 

11.8 
10.7 
9.5 
9.0 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）

2.1 
2.1 
2.2 

0.8 
1.7 
3.7 
1.5 
4.5 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

12.0 
14.5 

10.0 

100.0 
12.5 

18.2 
10.6 
8.3 
10.8 
9.2 

17.1 
11.0 
11.9 

16.7 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）

（％）（％）

4.2 
6.2 

2.6 

6.3 

10.6 
13.1 

3.3 
4.2 
4.3 

1.5 
0.7 

8.3 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

3.1 
3.6 
2.8 

9.1 

1.2 
1.7 
3.4 
3.2 
4.0 
4.5 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）（％）

110



　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題の「見聞きした経験」について性別にみる

と、男女ともに「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」の回答割合が最も高

くなっている。

　年齢別にみると、４０歳～４９歳、６０歳以上では「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存

在していること」の回答割合が最も高く、２９歳以下、５０歳～５９歳では「就職、職場で不利な扱いを

受けること」、３０歳～３９歳は「メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ、ＳＮＳ上での

個人情報の暴露・さらし行為」（１３．１％）の回答割合が最も高くなっている。

その他 特にない

わからない

35.2 
35.3 
35.8 

33.3 

18.8 
18.2 

55.3 
34.5 

45.0 
34.5 

29.9 
34.0 
32.8 

16.7 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）

14.4 
13.5 
14.9 

33.3 

18.8 
36.4 

4.3 
15.5 
15.8 
14.3 

8.0 
13.5 

25.4 
8.3 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

0.9 
1.3 
0.6 

2.1 
1.2 

1.7 
1.1 

1.5 

0 20 40 60 80 100

全体
男性
女性

どちらでもない
答えたくない

その他
性別無回答

１８〜１９歳
２０〜２９歳
３０〜３９歳
４０〜４９歳
５０〜５９歳
６０〜６９歳
７０〜７９歳
８０歳以上
年齢無回答

（％）

（％）

全体 （Ｎ＝９１４）

男性 （Ｎ＝３８５）

女性 （Ｎ＝５０９）

どちらでもない （Ｎ＝０）

答えたくない （Ｎ＝３）

その他 （Ｎ＝１）

性別無回答 （Ｎ＝１６）

１８～１９歳 （Ｎ＝１１）

２０～２９歳 （Ｎ＝４７）

３０～３９歳 （Ｎ＝８４）

４０～４９歳 （Ｎ＝１２０）

５０～５９歳 （Ｎ＝１１９）

６０～６９歳 （Ｎ＝１８７）

７０～７９歳 （Ｎ＝２００）

８０歳以上 （Ｎ＝１３４）

年齢無回答 （Ｎ＝１２）
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図１０－２－３　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題を見聞きした経験　（職業別）

メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌が
らせ、ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為

じろじろ見られたり、避けられたりすること

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在
していること

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること 結婚問題で周囲の反対を受けること

9.7 
11.8 

15.6 
8.3 

4.2 
11.3 

19.0 
7.1 

18.8 
6.6 

22.2 
7.8 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）

2.1 

4.4 
1.2 
4.2 

1.0 

2.5 
2.9 

2.6 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

3.3 

4.4 
2.4 
4.2 
3.1 

7.5 
1.5 

4.1 
4.8 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％） （％）

3.1 

2.2 
0.6 

8.3 

5.0 
4.4 
5.6 
4.5 
4.8 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

4.2 

2.2 
8.9 
12.5 

5.2 
4.8 
7.1 

1.3 
2.9 

2.2 
4.8 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％） （％）

12.0 
5.9 

24.4 
8.9 
8.3 

15.5 
19.0 
21.4 

7.5 
9.5 

16.7 
12.6 
14.3 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）
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　罪や非行を犯した人が立ち直ろうとする場合の人権問題の「見聞きした経験」について職業別に

みると、大半の職業において「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」の回

答割合が最も高くなっている。また、農林業者、臨時職員やパート等、学生では「就職、職場で不利

な扱いを受けること」、学校の教職員では「メールやインターネットでの悪質な書き込みや嫌がらせ、

ＳＮＳ上での個人情報の暴露・さらし行為」(１２．５％）の回答割合が最も高くなっている。

その他 特にない

わからない

35.2 
41.2 

33.3 
31.1 

38.7 
33.3 

38.1 
57.1 

35.7 
28.8 

36.5 
44.4 

31.6 
33.3 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）

14.4 
17.6 

33.3 
13.3 
14.3 

4.2 
8.2 
9.5 

14.3 
15.0 

11.7 
16.7 
19.7 

4.8 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）

全体 （Ｎ＝９１４）

農林業者 （Ｎ＝１７）

漁業者 （Ｎ＝３）

経営者・自営業者 （Ｎ＝４５）

企業等に努める人 （Ｎ＝１６８）

学校の教職員 （Ｎ＝２４）

医療等の関係者 （Ｎ＝９７）

その他の公務員 （Ｎ＝２１）

他の専門職・自由業（Ｎ＝１４）

臨時職員・パート等（Ｎ＝８０）

主婦（夫） （Ｎ＝１３７）

学生 （Ｎ＝１８）

その他 （Ｎ＝２６９）

職業無回答 （Ｎ＝２１）

0.9 

0.6 

2.2 

1.5 

0 20 40 60 80 100

全体
農林業者
漁業者

経営者・自営業者
企業等などに勤める人

学校の教職員
医療・保健・福祉関係者

学校・医療関係以外の公務員
その他の専門職・自由業

臨時職員やパート等
主婦（夫）

学生
その他

職業無回答

（％）
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